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１. 研究開発の目的・概要

客観的な維持管理・更新サイクル実現のために センサの活用が必須ポイント

１.１ データに基づいたインフラ維持管理・更新サイクル実現の必要性

客観的な維持管理 更新サイクル実現のために、センサの活用が必須ポイント

■インフラ維持管理・更新の現状と課題

・社会インフラの老朽化が進み、今後社会インフラの維持コストが増大

インフラ維持コストを最小化するため インフラの劣化状態に基づく 維持管理サイクル実現が必要・インフラ維持コストを最小化するため、インフラの劣化状態に基づく、維持管理サイクル実現が必要

・担当技術者の不足や、目視に依存した点検方法により、適切な診断・評価が難しく、センサでの代替・補完が必要

データ蓄積・解析データ蓄積・解析点検・モニタリング点検・モニタリング

データ収集

ICTを活用した

大量・非定型データ蓄積

効率的な登録・管理

・目視/打音検査の

代替/高度化

客観的な診断

・各種センサによる

高頻度点検・計測 ICTを活用した
点検業務

効率的な登録・管理

データ解析

劣化傾向把握による
点検計画

・客観的な診断

・広範囲の劣化/

損傷傾向把握

高頻度点検 計測

・広範囲/早期の

状況把握

補修・更新計画補修・更新計画設計・工事設計・工事

点検計画
維持管理
サイクル

損傷傾向把握

保全計画策定支援

LCCが最適化される
補修・更新計画

補修・更新工事の実施

計画に基づいた
補修・更新

・補修/更新計画

の最適化

補修・更新費用

の削減
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１. 研究開発の目的・概要

社会インフラから大量に集まる、各種センサデータを蓄積するセンサＤＢ構築が必要

１.２ センサDBを活用した維持管理・更新サイクル実現と活用例

社会インフラから大量に集まる、各種センサデ タを蓄積するセンサＤＢ構築が必要
各種センサデータを蓄積・解析することで、合理的な維持管理計画立案を実現
リアルタイム性のあるデータ蓄積・解析により、運用管理の高度化にも貢献

ポイント

維持管理での活用例維持管理での活用例

道路管理業務での活用例社会インフラ管理用DB群

施設DB

● 舗装劣化状況の早期把握

● 要点検箇所の一次スクリーニング計測位置

点検

センサDB

施設

保全DB

● 要点検箇所の 次スクリ ニング

● 劣化傾向の高頻度・広範囲な把握

● 劣化傾向に基づく定期点検計画最適化
パトロール車両等

計測位置
車両振動
道路画像
構造物損傷画像

可搬型センサ
センサDB

検索/分析インタフェース

データ管理機能

運用管理での活用例運用管理での活用例

● 劣化傾向に基づく定期点検計画最適化
パト ル車両等

センサ
データ

定期運行車両

固定型センサ

分散配置機能・分散処理機能

時空間分散ファイルシステム

一般車両

運用管理での活用例運用管理での活用例

● 事故や障害物の早期発見
ひずみ
振動

固定型センサ

橋梁等

センサデータ

インデックス/統計値算出
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● 災害時の道路破損・通行不能路の把握Map ReduceMap Map



２.研究開発の内容・達成目標・期待される効果

２.１ 研究の概要と特長 (DB技術/インデックス技術)

(1)DB技術

位置や時刻を基に、適切にデータを分散配置し、分散分析を効率化
管理者向けに損傷分布などの統計情報を生成し、SQLベースの検索を実現
ビッグデータ分析者向けに、効率的な分散分析インタフェースを提供

特長

( )

ビッグデ タ分析者向けに、効率的な分散分析インタフェ スを提供

道路管理者
(SQLベース検索)

分析者
(機械学習)

損傷分布

劣化傾向

センサデータ

可搬型センサ位置（距離標）や時刻をキーに時系列データを分散配置

センサデータ センサデータ
固定型
センサ

可搬型センサで複数回測定したデータの位置合せの精度向上
様々なセンサ時系列から 汎用的に類似性を抽出・分類する仕組みを実現特長

(2)インデックス技術
可搬型センサ位置（距離標）や時刻をキーに時系列データを分散配置

様々なセンサ時系列から、汎用的に類似性を抽出・分類する仕組みを実現
時空間インデックスおよび類似性インデックスに基づく高速検索の実現

特長

33号線号線 区間区間33--11 路面状態路面状態

//

路面損傷情報

区間区間33--22

状態状態AA--11時空間
インデックス

類似性
インデックス

2014/42014/4

2014/52014/5

状態状態AA 22

損傷状態損傷状態AA
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2014/42014/4

2014/52014/5 損傷状態損傷状態BB区間統計情報
（路面損傷等）

状態状態AA--22



２.研究開発の内容・達成目標・期待される効果

道路管理業務を想定し、プロトタイプシステムを開発し有効性検証を行う
協力機関からの助言を基に 運用にむけた組織 制度の課題について 検討を行う

ポイント

２.２ 有効性検証と運用検討

協力機関からの助言を基に、運用にむけた組織・制度の課題について、検討を行うポイント

有効性検証１

具体的な有効性検証方法は、協力機関との協議の上決定する。現時点では道路点検計画業務を例題と想定

センサDB

検索/分析インタフェース

データ管理機能

点検優先度
算出アプリパトロール車両等

データ収集
システム

クレンジング

①加速度データ計測 ⑧ヒストグラム検索
⑨異常区間検索

分散配置機能・分散処理機能

デ タ管理機能

時空間分散ファイルシステム

クレンジング

②部分欠損
加速度データ

③圧縮・分散配置

⑥区間別損傷
ヒストグラム

⑦損傷上位
区間抽出

修繕記録 （点検N年前まで）

現在 過去

# 道路 方向 車線 KP
位置

内容

1 1号線 上り 第一 1.1km パッチング

劣化状態MAP

点検時期変更

#1
#2

#3

インフラ状態把握

Map ReduceMap Map

センサデータ

インデックス/統計値算出
④損傷インデックス計算
⑤複数走行統合統計処理

③圧縮 分散配置
区間抽出

1号線 上り 第 パッチング

2 1号線 上り 第一 B道路

３ 1号線 上り 第一 A高速

３）設備情報１）周辺画像 ４）グラフ(センサデータ, 経年劣化)

特定位置（赤枠）データ 5.2 km地点

建設 素材 構造 ・・・

1980 高密度
アス
ファル

高架
道路

）点検報告書
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ト２）点検報告書

© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 5

業務へのセンサDB適用のユースケースを検討し、機能・性能要求を整理する
センサDB適用にむけた組織・制度(プライバシー保護等)について、検討する



３.研究開始においての意気込み

・現場に適用いただける技術の開発を目指して、フィールドの提供や、現場
適用に関する助言をいただく、阪神高速道路様、阪神高速道路技術セン適用に関する助言をいただく、阪神高速道路様、阪神高速道路技術セン
ター様、近畿建設協会様と、密に連携して研究開発を進めます。

・幅広いインフラへの適用を目指して、他のテーマを実施される方々との
連携を進めていきます。

・上記により、センサデータに基づいた客観的なインフラの維持管理・
更新サイクルの実現をめざします更新サイクルの実現をめざします。
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